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㸯 ◊✲のෆᐜ
研究⥲ㄽで学年部会ではࡑの意ᅗが♧されたように㸪༢元構想や日々の授業のあり方などの教科ほ

だけでなく㸪子どもたち一ேࡦとりの学びの様┦など㸪互いのᛮいを⫈き合ってきた。ࡑの中で኱きく

話題になったことが௨ୗの୕つである。 

㸦１㸧主体について 

主体㸦行Ⅽ者としての子どもたち一ேࡦとり㸧としてとらえた時㸪主体としての変ᐜのዎᶵとなる

のは㸪኱きく஧つあるのではないかということが話題となった。 

一つ目は㸪教育課程での学びが⩦័として子どもの中に఩⨨付き㸪日々の学⩦の中で発᥹されてい

くという面である。気を付けなけれࡤならないことは㸪教ᖌの願いがඛ行して↓自ぬにᢲしつけてしま

い㸪子どものᛮいとの஋㞳が኱きくなってしまうことである。主体としての学びに対する意ḧや動ᶵが

๐がれることとのࣛࣂンスを考えていくことが重せである。ࡑして㸪子どもたちがどういう⩦័を発᥹

して࡯しいかを考えるために㸪自㌟の教科ほをၥい直し㸪授業でどのようなことをᢅうのか➼をᖖに省

ᐹしていくᚲせがある。 

஧つ目は㸪ࡑの学びの⩦័が࣋ースとなって学⩦に参ຍすることである。これまでの⩦័が一ேࡦ

とりから発᥹されることで㸪ࡦと࣭もの࣭こと࣭場࣭✵間➼からの┦互స⏝が኱きくなり㸪自㌟がᦂり

動かされ㸪行Ⅽがたちあらわれていくことにつながる。子どもたちが✚ᴟ的にࡦと࣭もの࣭ことへかか

わっていくというよりは㸪様々なせᅉが┦互స⏝する関係性の中で⏕成されていく࢖メーࢪである。 

㸦２㸧ྛ教科で意㆑していることが௚教科や創造活動へ 

㸲年⏕部会の教員の教科担当は㸪ᅜㄒ࣭社会࣭⟬数࣭理科である。互いのᛮいを⫈き合うことで㸪

ඹ通点として見えてきたものがあった。ࡑれは㸪目の前の子どもたちの⌧≧や⏕活を見つめ㸪子どもた

ちの཯ᛂや様子をឤじ取り㸪学⩦ᮦの提♧の௙方を考え㸪授業や༢元構想をಟṇしていくことである。

また㸪ࡑれぞれの教科ほ㸦⾲１㸧を⫈き合いし㸪教科でのつながりを意㆑し子どもたちに᥋してきた。

して㸪創造活動でもྛ教科ほが子どもたちと᥋している中で㸪ྛ教科のᑓ㛛性をいかしたక㉮の௙方ࡑ

が話題になった。ヲしくは当日の協議会で話題としたい。 

⾲１ ྛ教科で኱ษにしていること 

ᅜㄒ ඹ᭷性の㧗いᮦを授業にᣢち㎸むことで㸪より対話やᛮ考をಁす。 

社会 ⏕活⤒㦂と社会的஦㇟とのかかわりを見出す中で㸪自㌟の発ゝをಁす。 

⟬数 ᪤⩦や⏕活⤒㦂㸪目の前の஦㇟からᩚ理しᢳ㇟化していく。 

理科 ஦実から᥎ㄽをする。௬ㄝを❧て㸪ࡑの௬ㄝをゎỴするようなၥ題をඹにつくる。 

㸦㸱㸧創造活動のあり方 

ձ㸲年の１学ᮇの取り組み 

 㸱年⏕時は一ேࡦとりの⯆࿡࣭関ᚰにᛂじてࣛࢡスのᯟをとり㸪活動ࢢルーࣉが構成されていた。㸲

年⏕では㸪ྛ学⣭ෆで一ேࡦとりの⯆࿡࣭関ᚰにᛂじてࢡ࢙ࢪࣟࣉトを行っていくこととした。⏕活を

ඹにするࣛࢡスෆとすることで㸪௚者の取り組みがより目にධり㸪௚者を認め㸪ᑛ重することにつなが

り㸪ྛࢡ࢙ࢪࣟࣉト間での関わりがより㏆くなるのではないかという考えからである。 

また㸪課題意㆑をᣢち㸪ࡑのゎỴに向けて௚者と対話し㸪協同する中でᮦとのかかわりを深め㸪自

分の考えを᭦新し⥆けることが重せであると考え「᥈究」というキー࣡ーࢻを子どもたちに提♧し㸪ࡑ

のక㉮のあり方を考えてきた。子どもたちは㸪自分たちの取り組みを見つめ直すようになり「ዲきなこ

とに取り組む」ことから㸪ㄪべきれるのか㸪ᚲせなものを‽ഛできるのか㸪やり⥆けられるのかといっ

たことを意㆑している様子が見られた。また㸪一度ࢡ࢙ࢪࣟࣉトをỴめたものの㸪࿘りの子の活動にゐ

れることで「ዲきなことはࠐࠐだけど㸪これだと᥈究にならないかもしれない」と自㌟の取り組みを見

つめ直す子もいた。 

ղ２学ᮇの創造活動のࢸー࣐㹼⅏ᐖ࣭㜵⅏㹼 

６᭶に学校行஦として㜵⅏体㦂学⩦の一⎔で「ࡑな࢚ࣜア」を見学した。ᆅ㟈⅏ᐖ後のᨭ᥼がᑡな

い時間ᖏを⏕きᢤく知ᜨを学ぶ㜵⅏体㦂学⩦ࢶアーに参ຍした。ຍえて㸪自ຓ体㦂㸪࢜࣌ࣞーࣙࢩンル

ー࣒見学㸪ὠἼ㑊㞴のことなどを実際に見⪺きした。኱きな⅏ᐖにまだ㐼㐝したことがない子どもたち

にとって㸪かなり⾪ᧁ的で子どもたちをᦂさぶる⤒㦂となった。 

校ෆㅮ₇では⛅⏣႐௦⨾ඛ⏕から「子ども主体で学びを進めていく際に㸪教ᖌがいかにアン࢝ー

㸦㘌㸧をかけ㸪子どもたちの学びをࢥーࢿ࢕ࢹートしていくかが重せである」というお話があった。�

学ᮇの子どもたちの取り組みをみて㸪より௚者とのかかわりをಁすためにも㸪学年全体のඹ通ࢸー࣐を

❧てて஧学ᮇの創造活動を進めていくこととした。ࡑこで㸪まࡎはྛࣛࢡスの௦⾲である「すこやかጤ

員」を㞟め㸪教ᖌഃから「㜵⅏体㦂学⩦をいかして２学ᮇの創造活動を進めたい」と提案した。子ども

たちから１学ᮇの継⥆や自㌟の⯆࿡をもとにした学⩦を進めたいという཯対意見も想定していたが㸪お

おむね཯ᛂはⰋዲで㸪「㜵⅏࣭⅏ᐖ」のࢸー࣐から自㌟が⯆࿡のあることについて取り組むという方向

性とした。ࡑの⯆࿡に合わせて「ᆅ㟈௨እの⅏ᐖ」「㜵⅏」「ᆅ㟈の⅏ᐖ」と୕つのࢸー࣐に分㢮し㸪

�組２組㸱組に分かれ活動することとなった。௨ୗ㸪㡰にྛࣛࢡスの２学ᮇの取り組みを⤂௓する。 

㸰 ᤵᴗᐇ㊶ࡽ࠿ぢࡓᏊࡶ࡝の学ࡪጼ

㸦１㸧自㌟の取り組みを見つめ直す

ձᡭẁと目的を意㆑する 

㸲年１組にはᆅ㟈௨እの⅏ᐖにつ

いて᥈究する子どもたちが㞟まった。

この教ᐊは㸪ᬑẁの授業で理科を指導

する教ᖌ㸦ⲡ㔝㸧が中ᚰに担当した。

㸷᭶の活動開ጞの時間に㸪ఱについて

᥈究するのか㸦ࢸー࣐㸧をඹ᭷した。

また㸪ㄪべ方㸦ᡭẁ㸧と目的㸦ࢦール㸧

を明☜にし㸪ᡭẁが目的とならないよ

うに全体にኌ᥃けをした。ྑのᯈ᭩は㸪

活動開ጞ時のグ㘓である。ࢸー࣐がᡭẁになっているࢳー࣒には㸪このグ㘓を☜認しながら目的を見出

せるようኌをかけた。また㸪ここに㞟まった子どもたちのࢸー࣐は多ᒱにわたっているので㸪ඹ通の㈨

ᩱについては㸪日本気㇟協会〇సの「わかりやすい気㇟⌧㇟と⅏ᐖ」ࣜࢩーࢬのᆅ㟈とὠἼに関する動

⏬㸦\RXWXEH の 85/ を *RRJOH &ODVVURRP でඹ᭷㸧をᕼᮃ者が見られるようにした。ࡑの௚については

ಶ別に┦ㄯがあった場合に対ᛂしていくようにした。 

ղⅆ山ࢳー࣒への指導࣭ᨭ᥼の実際 

 ⅆ山ࢳー࣒は㸪２ࢳー࣒あった。どちらも開ጞのẁ㝵からᶍᆺをసること㸦ᡭẁ㸧が目的になってい

る様子であった。全体でのඹ᭷の際には㸪ᡭẁが目的にならないようఱのためにᶍᆺをసるのかを☜認

しながら進められるようにした。 

 ᶍᆺが᏶成し㸪ᄇⅆ実㦂をしたいという┦ㄯがあった。࢚ࢡン㓟㸪㣗⣚㸪重᭪などを౑って発Ἳさせ

たものを⁐ᒾに見❧て㸪ᄇⅆཱྀから出る様子をほᐹしたいとのことであった。ᮦᩱを‽ഛし㸪分㔞など

を⪺き取りながら実㦂を行った。子どもたちは FKURPHERRN を౑って㸪様子を動⏬で᧜ᙳした。ඛに行

ったࢳー࣒は㸪ࡑの後の実㦂の発ᒎは見られなかった。後のࢳー࣒はḟにつながるようኌ᥃けを行い㸪

㸱学ᮇに᮲௳を変えて再実㦂してみるィ⏬を❧てていた。 

ճ指導࣭ᨭ᥼をࡩり㏉って 

ᶍᆺసりについてࡩり㏉る。この学年の子に㝈らࡎ㸪これまで中学年の⏨ඣの中にはᶍᆺసりを目 

的に活動を行う様子が㢖⦾に見受けられていた。ࡑこで今回はᶍᆺを౑って科学的な᥈究ができるよう

な指導やᨭ᥼をᚰがけた。具体的には㸪� 回で終わるのではなくḟにつながるようなኌ᥃けである。今

回は例えࡤ「ḟはどうする㸽」や「ఱか᮲௳を変えてみる㸽」などのኌ᥃けをした。また㸪㸲年⏕の理

科ではまだ౑わないような⸆ရやಖㆤメ࢞ࢿを౑うことは㸪ちࡻっと⫼ఙびしたឤがあるようで㸪一✀

の៿れを㐩成したような様子であった。 

 ᶍᆺを౑ったいわࡺるࣔࢹル実㦂は㸪直᥋ほᐹが㞴しかったり㸪長い年᭶がかかったりする஦㇟を理

ゎするために理科でもたびたびおこなわれている。今回の場合は㸪ᆅᙧの造ᙧ㸪Ⰽ付け㸪ᄇⅆの₇出な

どのアート的なせ⣲がᙉく㸪子どもが自分のసရとしてឡ╔をᣢつ活動であったとᛮわれる。このよう

な創造的なせ⣲は㸪᥈究への意ḧを㧗め㸪もっと知りたいという᥈究のࢡ࢖ࢧルにᚲせなෆ発的な動ᶵ
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いて᥈究する子どもたちが㞟まった。

この教ᐊは㸪ᬑẁの授業で理科を指導

する教ᖌ㸦ⲡ㔝㸧が中ᚰに担当した。

㸷᭶の活動開ጞの時間に㸪ఱについて

᥈究するのか㸦ࢸー࣐㸧をඹ᭷した。

また㸪ㄪべ方㸦ᡭẁ㸧と目的㸦ࢦール㸧

を明☜にし㸪ᡭẁが目的とならないよ

うに全体にኌ᥃けをした。ྑのᯈ᭩は㸪

活動開ጞ時のグ㘓である。ࢸー࣐がᡭẁになっているࢳー࣒には㸪このグ㘓を☜認しながら目的を見出

せるようኌをかけた。また㸪ここに㞟まった子どもたちのࢸー࣐は多ᒱにわたっているので㸪ඹ通の㈨

ᩱについては㸪日本気㇟協会〇సの「わかりやすい気㇟⌧㇟と⅏ᐖ」ࣜࢩーࢬのᆅ㟈とὠἼに関する動

⏬㸦\RXWXEH の 85/ を *RRJOH &ODVVURRP でඹ᭷㸧をᕼᮃ者が見られるようにした。ࡑの௚については

ಶ別に┦ㄯがあった場合に対ᛂしていくようにした。 

ղⅆ山ࢳー࣒への指導࣭ᨭ᥼の実際 

 ⅆ山ࢳー࣒は㸪２ࢳー࣒あった。どちらも開ጞのẁ㝵からᶍᆺをసること㸦ᡭẁ㸧が目的になってい

る様子であった。全体でのඹ᭷の際には㸪ᡭẁが目的にならないようఱのためにᶍᆺをసるのかを☜認

しながら進められるようにした。 

 ᶍᆺが᏶成し㸪ᄇⅆ実㦂をしたいという┦ㄯがあった。࢚ࢡン㓟㸪㣗⣚㸪重᭪などを౑って発Ἳさせ

たものを⁐ᒾに見❧て㸪ᄇⅆཱྀから出る様子をほᐹしたいとのことであった。ᮦᩱを‽ഛし㸪分㔞など

を⪺き取りながら実㦂を行った。子どもたちは FKURPHERRN を౑って㸪様子を動⏬で᧜ᙳした。ඛに行

ったࢳー࣒は㸪ࡑの後の実㦂の発ᒎは見られなかった。後のࢳー࣒はḟにつながるようኌ᥃けを行い㸪

㸱学ᮇに᮲௳を変えて再実㦂してみるィ⏬を❧てていた。 

ճ指導࣭ᨭ᥼をࡩり㏉って 

ᶍᆺసりについてࡩり㏉る。この学年の子に㝈らࡎ㸪これまで中学年の⏨ඣの中にはᶍᆺసりを目 

的に活動を行う様子が㢖⦾に見受けられていた。ࡑこで今回はᶍᆺを౑って科学的な᥈究ができるよう

な指導やᨭ᥼をᚰがけた。具体的には㸪� 回で終わるのではなくḟにつながるようなኌ᥃けである。今

回は例えࡤ「ḟはどうする㸽」や「ఱか᮲௳を変えてみる㸽」などのኌ᥃けをした。また㸪㸲年⏕の理

科ではまだ౑わないような⸆ရやಖㆤメ࢞ࢿを౑うことは㸪ちࡻっと⫼ఙびしたឤがあるようで㸪一✀

の៿れを㐩成したような様子であった。 

 ᶍᆺを౑ったいわࡺるࣔࢹル実㦂は㸪直᥋ほᐹが㞴しかったり㸪長い年᭶がかかったりする஦㇟を理

ゎするために理科でもたびたびおこなわれている。今回の場合は㸪ᆅᙧの造ᙧ㸪Ⰽ付け㸪ᄇⅆの₇出な

どのアート的なせ⣲がᙉく㸪子どもが自分のసရとしてឡ╔をᣢつ活動であったとᛮわれる。このよう

な創造的なせ⣲は㸪᥈究への意ḧを㧗め㸪もっと知りたいという᥈究のࢡ࢖ࢧルにᚲせなෆ発的な動ᶵ
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付けの一ᅉになりうると考える。 

㸦２㸧「ၥい」と「かかわり」の中で❧ち上がる㜵⅏の学び㹼᥈究が㐃⥆するࢡ࢙ࢪࣟࣉトᆺ活動㹼

本✏では㸪「もしも学校でᆅ㟈が㉳きたら㸪⚾たちはどうすれࡤよいのだろうか」というࢸー࣐を

自ら設定した子どもたちの学びの㐣程を㏣う。⅏ᐖや㜵⅏を㸪あらかじめ⏝意された⟅えを学ぶ対㇟と

してではなく㸪自分たちの⏕活や学校という場と⤖び付けながらၥい直していくところからጞまった。

本ࢡ࢙ࢪࣟࣉト活動は㸪「⅏ᐖが㉳きたとき㸪自分たちにはఱができるのか」「㜵⅏とはどのようなこ

となのか」というၥいからᒎ開していった。㜵⅏をn教えられる知㆑|としてᢅうのではなく㸪子ども自

㌟がୡ⏺と向き合い㸪意࿡࡙けていく学びとすることをねらいとした。子どもたちは㸪㈨ᩱㄪᰝにຍえ㸪

学年全体で見学した「ࡑな࢚ࣜア」へ再度ゼれ㸪自分たちのၥいをᇶに㸪学年全体で見学した時とは㐪

ったど点で実≀を見直したり㸪実際に体㦂をしたりして㜵⅏のᕤኵやഛえにゐ

れた。ࡑこでᚓた情ሗは㸪୚えられたほ点でᩚ理されるのではなく㸪「自分は

ఱをឤじたのか」「ఱが気になったのか」という自分たちなりの関ᚰやࡦっ

かかりをᡭがかりにまとめ直されていった。 

ㄪべ学⩦を進める中で㸪「ᆅ㟈のときにᮘのୗに㞃れるのは㸪なࡐ᭷ຠ

なのか」「ࡑれは本当に㌟を守る行動とゝえるのか」というၥいが子どもた

ちから⏕まれた。これは㸪「いつもࡑうしているから」「教えられてきたか

ら」という͆あたりまえ͇をいったん❧ちṆまってၥい㏉す姿であり㸪「て

つがく」の時間で኱ษにしてきた「あたりまえをၥい直す」ᛮ考のᅾり方と

重なる。᪤存の知㆑を受動的に受け取るのではなく㸪「本当にࡑうなのか」と

ၥい㏉ࡑうとするこの場面には㸪ၥいを自分たちのものとして引き受けጞめる姿が⾲れていた。子ども

たちは実際に実㦂をし㸪᮲௳を変えた試行を通して᳨ドを行い㸪ᮘのୗに㞃れる行動の意࿡や㝈⏺を☜

かめていった。 

こうした᥈究を重ねる中で㸪子どもたちの関ᚰは㸪ḟ第に「自分たちが分かること」から「௚者の

Ᏻ全にどうつながるのか」へとᗈがっていった。「おⲔ小の多くの子が㸪⅏ᐖが㉳きたときに自分の㌟

を自分で守れるようになって࡯しい」というᛮいをもち㸪自分たちの学びを௚者にࡦらこうとする動き

が⏕まれた。ここには㸪㜵⅏をಶேのၥ題としてではなく㸪学校というඹ同体の中でᨭえ合うものとし

て捉え直ࡑうとする㸪බඹ的など点へのᗈがりが見られた。 

�こで子どもたちは㸪ࡑ 年⏕から � 年⏕を対㇟とした㜵⅏体㦂会を

自ら௻⏬࣭運営した。新⪺⣬スࣜࣃࢵసりやᛂᛴฎ⨨の体㦂など㸪ప

学年の子どもたちが実際に体を動かしながら学べる活動をᕤኵしたが㸪

実᪋後の᣺り㏉りでは㸪「ఏえたいことが༑分にఏわらなかった」

「体㦂に೫り㸪ᆅ㟈や㜵⅏の考え方までᒆけきれなかった」といった

課題が子どもたち自㌟のゝⴥでㄒられた。ここで学びが᏶⤖すること

はなく㸪「どうすれࡤよりఏわるのか」「体㦂と知㆑をどう⤖び付け

れࡤよいのか」という新たなၥいが❧ち上がっていった。 

 本実㊶では㸪「本当にࡑうなのか㸽」と᪤存の理ゎをၥい直すことを㉳点に㸪ㄪべる㸪᳨ドする㸪௚

者にఏえたいというᛮいをもつ㸪実㊶する㸪ࡑして新たなၥいを見出すという᥈究のᚠ⎔が㸪活動の中

で㐃⥆的に❧ちあらわれていた。このᚠ⎔は㸪あらかじめ⏝意された学⩦㐣程をなぞるものではなく㸪

子どもたち自㌟の␲ၥや実ឤ㸪௚者とのやり取りを通して㸪構築されていった。ࡑの㐣程で㸪自分の考

えや行Ⅽが௚者にどのようなᙳ㡪を୚えるのか㸪また自分はこの場の中でどのようなᙺ๭を担っている

のかを㸪関係性の中で捉え直していった。㜵⅏体㦂会という実㊶の場では㸪ఏえるഃとしての行Ⅽが௚

者の理ゎや行動に関わることを実ឤし㸪ࡑのᡭᛂえや㐪࿴ឤをḟのၥいへとつなげていた。ここに見ら

れる主体は㸪活動のึめからෆᅾしていたものではなく㸪ၥいや行Ⅽを通して㸪ୡ⏺や௚者と互いにᦂ

り動かされながら㸪ࡑの㒔度❧ち上がっていく主体である。㜵⅏というࢸー࣐を通して㸪知㆑を⋓ᚓす

ることにとどまらࡎ㸪自分はどう行動するのかをၥい⥆けていた。本実㊶では㸪⤒㦂࣭ၥい࣭௚者࣭社

会が重なり合う中で㸪自分たちの行Ⅽやၥのᅾり方が᭦新され⥆けていく᥈究的な学びの姿が見られた。 

㸦㸱㸧ࡦと࣭もの࣭ことのかかわりから㸪活動の目的をၥい直す

活動がጞまった頃は㸪子どもたちは₍↛と「ᆅ㟈」についてㄪべるとしていることが多く㸪ᆅ㟈の

ఱについてㄪべるのか㸪ㄪべてఱをするのか㸪ఱのためにㄪべるのかなどとၥいかけていくことでᑡし

 。れぞれの活動が見えてきたࡑつࡎ

本✏では㸪⬟Ⓩ༙ᓥᆅ㟈で⿕ᐖにあった方の話を⪺きたい㸪ᆅ㟈の⿕ᐖにあった場ᡤに行って今ど

れくらい᚟⯆できているのか見たいといったᛮいをもとに活動していたࢢルーࣉの様子を⤂௓する。 

㝈られた時間の中で㸪これらのᛮいを実⌧させるのは㞴しい。ࡑこで㸪教ᖌは㸪࢖ンタࣗࣅーした

いとゝっていた子どもたちと一⥴に㸪新⪺社や行ᨻの࣍ー࣒࣌ーࢪから⬟Ⓩ༙ᓥᆅ㟈についてのアー࢝

して㸪ᆅ㟈数日ࡑ。ースᫎീを᳨⣴したࣗࢽーやࣗࣅンタ࢖を᳨⣴し㸪ᆅ㟈の数日後に᧜ᙳされたࣈ࢖

後の࢖ンタࣗࣅーᫎീを見ることができた。 

 ᫎീのなかでは㸪ご㧗㱋の方がご自㌟のᐙを片付けていた。࢖

ンタࣗࣅアーに対して㸪「ここにはこんなものがあった㸪ここで

はこんなことをした」などのᛮい出をㄒりながらᲴからᔂれてቯ

れた≀をᣠい片付けていた。子どもたちは㯲ってじっとᫎീを見

ていた。この頃から㸪「ᆅ㟈のᛧさ」というゝⴥが子どもたちか

ら出てくるようになっていった。教ᖌは子どもとᫎീを᥈しなが

ら㸪「㉳㟈㌴」をお願いしᆅ㟈のᦂれを体㦂することができるこ

とをఏえた。この頃から㸪子どもたちのᛮいは㸪ᆅ㟈のᛧさをみ

んなに知って࡯しいというものに変化していった。 

 ㉳㟈㌴体㦂は㸪すでにண⣙でいっࡥいのྍ⬟性はあるが㸪申し㎸みだけはしてみようということにな

り㸪文ி༊の࣍ー࣒࣌ーࢪをࡦらいた。申し㎸むためには㸪いつ㸪どんなᅋ体がఱேくらいで体㦂する

のかといった情ሗがᚲせになる。ே数を考えるẁ㝵で㸪子どもたちは「ㄡに」ᆅ㟈のᛧさを知って࡯し

いのかを考えることになった。１年⏕や２年⏕㸪全校などのゝⴥも出ていたが㸪１回に体㦂できるே数

や௚学年の授業との関係㸪例年㸳年⏕で㜵⅏学⩦の一⎔として㉳㟈㌴体㦂をすることなどをఏえると㸪

まࡎは同じ教ᐊで「ᆅ㟈」について᥈究しているみんなには㸪ᆅ㟈はᛧいということを知ってから᥈究

して࡯しいということになった。１組や２組でも体㦂したいという子には一⥴に体㦂してもらおうとい

うことになり㸪㸲年⏕全体にኌをかけᕼᮃ者を☜認し㸪⣙ �� 名での体㦂を想定することにした。 

 さらにこのࢢルーࣉは㸪㉳㟈㌴体㦂のィ⏬を進めると同時に㸪㜵⅏㤋に行く校እ学⩦をィ⏬していた。

㉳㟈㌴をお願いするのに㸪なࡐ㜵⅏㤋に行くのかၥいかけると㸪㉳㟈㌴はみんなにᆅ㟈のᛧさを体㦂し

てもらうためで㸪㜵⅏㤋は自分たちがᆅ㟈のことをヲしく知ったり体㦂したりするためだから㸪どちら

もᚲせだということであった。 

㜵⅏㤋への校እ学⩦でᆅ㟈のᦂれを体㦂することができた子どもたちは㸪みんなにᆅ㟈のᛧさを知

って࡯しいというᛮいをᙉくしていた。しかし㸪２学ᮇは㉳㟈㌴のண⣙がᇙまっていた。㸱学ᮇであれ

いている日があることを教えてもらったので㸪再度日程をㄪᩚし申し㎸むのか話し合っている㏵中✵ࡤ

で２学ᮇの活動を終えた。 

 本実㊶では㸪アー࢝ࣈ࢖された࢖ンタࣗࣅーᫎീと出会ったことで㸪子どもたちなりにᆅ㟈を体㦂し

た方のᛮいを想ീし㸪活動を᭦新していった。さらに㸪㉳㟈㌴体㦂の申し㎸みを試みたり㸪校እ学⩦に

出かけたりすることで㸪どのような体㦂ができるのか㸪ఱேでできるのかと考えるᚲせが⏕まれ㸪ఱの

ために㉳㟈㌴を࿧ぶのか㸪校እ学⩦へはなࡐ行くのかなどの活動の目的が明☜になっていった。さまざ

まなものと出会うことが㸪自分の活動をၥい直し目的を᭦新していくことにつながったのだと考えてい

る。 

㸱 ◊✲をࡾࡩ㏉࡚ࡗ

子どもたちの⯆࿡࣭関ᚰにもと࡙いたࢡ࢙ࢪࣟࣉトᆺ活動に㸪子どもたちの⏕活と関㐃した「㜵

⅏࣭⅏ᐖ」というアン࢝ーをかけ㸪２学ᮇの創造活動をᒎ開した。ྛࢢルーࣉを担当した自㌟のᑓ㛛性

と㸪学年協ຊ担௵と教科担௵が┦まって㸪子どもたちが教科の知にゐれるᶵ会となった。例えࡤ㸪理科

のᑓ㛛性を⏕かしたⅆ山ࢳー࣒とのかかわりがあった。஦例には直᥋グ㍕出᮶なかったが㸪ᅜㄒのᑓ㛛

性を⏕かしたఏえ方まとめ方㸪ࢹータが♧す数と主ᙇの関係性をၥう⟬数のかかわりは↓自ぬに行われ

ていることがわかった。ࡑれは㸪学年部会で子どもたちの学びをㄒり合う中で見えてきたものであった。 

㸦ᒾᆏ Ἑ合 ⲡ㔝 ⓑᕝ 前ཎ㸧 

－ 40－ － 41－



ᅄ
ᖺ
⏕
㒊
఍

付けの一ᅉになりうると考える。 

㸦２㸧「ၥい」と「かかわり」の中で❧ち上がる㜵⅏の学び㹼᥈究が㐃⥆するࢡ࢙ࢪࣟࣉトᆺ活動㹼

本✏では㸪「もしも学校でᆅ㟈が㉳きたら㸪⚾たちはどうすれࡤよいのだろうか」というࢸー࣐を

自ら設定した子どもたちの学びの㐣程を㏣う。⅏ᐖや㜵⅏を㸪あらかじめ⏝意された⟅えを学ぶ対㇟と

してではなく㸪自分たちの⏕活や学校という場と⤖び付けながらၥい直していくところからጞまった。

本ࢡ࢙ࢪࣟࣉト活動は㸪「⅏ᐖが㉳きたとき㸪自分たちにはఱができるのか」「㜵⅏とはどのようなこ

となのか」というၥいからᒎ開していった。㜵⅏をn教えられる知㆑|としてᢅうのではなく㸪子ども自

㌟がୡ⏺と向き合い㸪意࿡࡙けていく学びとすることをねらいとした。子どもたちは㸪㈨ᩱㄪᰝにຍえ㸪

学年全体で見学した「ࡑな࢚ࣜア」へ再度ゼれ㸪自分たちのၥいをᇶに㸪学年全体で見学した時とは㐪

ったど点で実≀を見直したり㸪実際に体㦂をしたりして㜵⅏のᕤኵやഛえにゐ

れた。ࡑこでᚓた情ሗは㸪୚えられたほ点でᩚ理されるのではなく㸪「自分は

ఱをឤじたのか」「ఱが気になったのか」という自分たちなりの関ᚰやࡦっ

かかりをᡭがかりにまとめ直されていった。 

ㄪべ学⩦を進める中で㸪「ᆅ㟈のときにᮘのୗに㞃れるのは㸪なࡐ᭷ຠ

なのか」「ࡑれは本当に㌟を守る行動とゝえるのか」というၥいが子どもた

ちから⏕まれた。これは㸪「いつもࡑうしているから」「教えられてきたか

ら」という͆あたりまえ͇をいったん❧ちṆまってၥい㏉す姿であり㸪「て

つがく」の時間で኱ษにしてきた「あたりまえをၥい直す」ᛮ考のᅾり方と

重なる。᪤存の知㆑を受動的に受け取るのではなく㸪「本当にࡑうなのか」と

ၥい㏉ࡑうとするこの場面には㸪ၥいを自分たちのものとして引き受けጞめる姿が⾲れていた。子ども

たちは実際に実㦂をし㸪᮲௳を変えた試行を通して᳨ドを行い㸪ᮘのୗに㞃れる行動の意࿡や㝈⏺を☜

かめていった。 

こうした᥈究を重ねる中で㸪子どもたちの関ᚰは㸪ḟ第に「自分たちが分かること」から「௚者の

Ᏻ全にどうつながるのか」へとᗈがっていった。「おⲔ小の多くの子が㸪⅏ᐖが㉳きたときに自分の㌟

を自分で守れるようになって࡯しい」というᛮいをもち㸪自分たちの学びを௚者にࡦらこうとする動き

が⏕まれた。ここには㸪㜵⅏をಶேのၥ題としてではなく㸪学校というඹ同体の中でᨭえ合うものとし

て捉え直ࡑうとする㸪බඹ的など点へのᗈがりが見られた。 

�こで子どもたちは㸪ࡑ 年⏕から � 年⏕を対㇟とした㜵⅏体㦂会を

自ら௻⏬࣭運営した。新⪺⣬スࣜࣃࢵసりやᛂᛴฎ⨨の体㦂など㸪ప

学年の子どもたちが実際に体を動かしながら学べる活動をᕤኵしたが㸪

実᪋後の᣺り㏉りでは㸪「ఏえたいことが༑分にఏわらなかった」

「体㦂に೫り㸪ᆅ㟈や㜵⅏の考え方までᒆけきれなかった」といった

課題が子どもたち自㌟のゝⴥでㄒられた。ここで学びが᏶⤖すること

はなく㸪「どうすれࡤよりఏわるのか」「体㦂と知㆑をどう⤖び付け

れࡤよいのか」という新たなၥいが❧ち上がっていった。 

 本実㊶では㸪「本当にࡑうなのか㸽」と᪤存の理ゎをၥい直すことを㉳点に㸪ㄪべる㸪᳨ドする㸪௚

者にఏえたいというᛮいをもつ㸪実㊶する㸪ࡑして新たなၥいを見出すという᥈究のᚠ⎔が㸪活動の中

で㐃⥆的に❧ちあらわれていた。このᚠ⎔は㸪あらかじめ⏝意された学⩦㐣程をなぞるものではなく㸪

子どもたち自㌟の␲ၥや実ឤ㸪௚者とのやり取りを通して㸪構築されていった。ࡑの㐣程で㸪自分の考

えや行Ⅽが௚者にどのようなᙳ㡪を୚えるのか㸪また自分はこの場の中でどのようなᙺ๭を担っている

のかを㸪関係性の中で捉え直していった。㜵⅏体㦂会という実㊶の場では㸪ఏえるഃとしての行Ⅽが௚

者の理ゎや行動に関わることを実ឤし㸪ࡑのᡭᛂえや㐪࿴ឤをḟのၥいへとつなげていた。ここに見ら

れる主体は㸪活動のึめからෆᅾしていたものではなく㸪ၥいや行Ⅽを通して㸪ୡ⏺や௚者と互いにᦂ

り動かされながら㸪ࡑの㒔度❧ち上がっていく主体である。㜵⅏というࢸー࣐を通して㸪知㆑を⋓ᚓす

ることにとどまらࡎ㸪自分はどう行動するのかをၥい⥆けていた。本実㊶では㸪⤒㦂࣭ၥい࣭௚者࣭社

会が重なり合う中で㸪自分たちの行Ⅽやၥのᅾり方が᭦新され⥆けていく᥈究的な学びの姿が見られた。 

㸦㸱㸧ࡦと࣭もの࣭ことのかかわりから㸪活動の目的をၥい直す

活動がጞまった頃は㸪子どもたちは₍↛と「ᆅ㟈」についてㄪべるとしていることが多く㸪ᆅ㟈の

ఱについてㄪべるのか㸪ㄪべてఱをするのか㸪ఱのためにㄪべるのかなどとၥいかけていくことでᑡし

 。れぞれの活動が見えてきたࡑつࡎ

本✏では㸪⬟Ⓩ༙ᓥᆅ㟈で⿕ᐖにあった方の話を⪺きたい㸪ᆅ㟈の⿕ᐖにあった場ᡤに行って今ど

れくらい᚟⯆できているのか見たいといったᛮいをもとに活動していたࢢルーࣉの様子を⤂௓する。 

㝈られた時間の中で㸪これらのᛮいを実⌧させるのは㞴しい。ࡑこで㸪教ᖌは㸪࢖ンタࣗࣅーした

いとゝっていた子どもたちと一⥴に㸪新⪺社や行ᨻの࣍ー࣒࣌ーࢪから⬟Ⓩ༙ᓥᆅ㟈についてのアー࢝

して㸪ᆅ㟈数日ࡑ。ースᫎീを᳨⣴したࣗࢽーやࣗࣅンタ࢖を᳨⣴し㸪ᆅ㟈の数日後に᧜ᙳされたࣈ࢖

後の࢖ンタࣗࣅーᫎീを見ることができた。 

 ᫎീのなかでは㸪ご㧗㱋の方がご自㌟のᐙを片付けていた。࢖

ンタࣗࣅアーに対して㸪「ここにはこんなものがあった㸪ここで

はこんなことをした」などのᛮい出をㄒりながらᲴからᔂれてቯ

れた≀をᣠい片付けていた。子どもたちは㯲ってじっとᫎീを見

ていた。この頃から㸪「ᆅ㟈のᛧさ」というゝⴥが子どもたちか

ら出てくるようになっていった。教ᖌは子どもとᫎീを᥈しなが

ら㸪「㉳㟈㌴」をお願いしᆅ㟈のᦂれを体㦂することができるこ

とをఏえた。この頃から㸪子どもたちのᛮいは㸪ᆅ㟈のᛧさをみ

んなに知って࡯しいというものに変化していった。 

 ㉳㟈㌴体㦂は㸪すでにண⣙でいっࡥいのྍ⬟性はあるが㸪申し㎸みだけはしてみようということにな

り㸪文ி༊の࣍ー࣒࣌ーࢪをࡦらいた。申し㎸むためには㸪いつ㸪どんなᅋ体がఱேくらいで体㦂する

のかといった情ሗがᚲせになる。ே数を考えるẁ㝵で㸪子どもたちは「ㄡに」ᆅ㟈のᛧさを知って࡯し

いのかを考えることになった。１年⏕や２年⏕㸪全校などのゝⴥも出ていたが㸪１回に体㦂できるே数

や௚学年の授業との関係㸪例年㸳年⏕で㜵⅏学⩦の一⎔として㉳㟈㌴体㦂をすることなどをఏえると㸪

まࡎは同じ教ᐊで「ᆅ㟈」について᥈究しているみんなには㸪ᆅ㟈はᛧいということを知ってから᥈究

して࡯しいということになった。１組や２組でも体㦂したいという子には一⥴に体㦂してもらおうとい

うことになり㸪㸲年⏕全体にኌをかけᕼᮃ者を☜認し㸪⣙ �� 名での体㦂を想定することにした。 

 さらにこのࢢルーࣉは㸪㉳㟈㌴体㦂のィ⏬を進めると同時に㸪㜵⅏㤋に行く校እ学⩦をィ⏬していた。

㉳㟈㌴をお願いするのに㸪なࡐ㜵⅏㤋に行くのかၥいかけると㸪㉳㟈㌴はみんなにᆅ㟈のᛧさを体㦂し

てもらうためで㸪㜵⅏㤋は自分たちがᆅ㟈のことをヲしく知ったり体㦂したりするためだから㸪どちら

もᚲせだということであった。 

㜵⅏㤋への校እ学⩦でᆅ㟈のᦂれを体㦂することができた子どもたちは㸪みんなにᆅ㟈のᛧさを知

って࡯しいというᛮいをᙉくしていた。しかし㸪２学ᮇは㉳㟈㌴のண⣙がᇙまっていた。㸱学ᮇであれ

いている日があることを教えてもらったので㸪再度日程をㄪᩚし申し㎸むのか話し合っている㏵中✵ࡤ

で２学ᮇの活動を終えた。 

 本実㊶では㸪アー࢝ࣈ࢖された࢖ンタࣗࣅーᫎീと出会ったことで㸪子どもたちなりにᆅ㟈を体㦂し

た方のᛮいを想ീし㸪活動を᭦新していった。さらに㸪㉳㟈㌴体㦂の申し㎸みを試みたり㸪校እ学⩦に

出かけたりすることで㸪どのような体㦂ができるのか㸪ఱேでできるのかと考えるᚲせが⏕まれ㸪ఱの

ために㉳㟈㌴を࿧ぶのか㸪校እ学⩦へはなࡐ行くのかなどの活動の目的が明☜になっていった。さまざ

まなものと出会うことが㸪自分の活動をၥい直し目的を᭦新していくことにつながったのだと考えてい

る。 

㸱 ◊✲をࡾࡩ㏉࡚ࡗ

子どもたちの⯆࿡࣭関ᚰにもと࡙いたࢡ࢙ࢪࣟࣉトᆺ活動に㸪子どもたちの⏕活と関㐃した「㜵

⅏࣭⅏ᐖ」というアン࢝ーをかけ㸪２学ᮇの創造活動をᒎ開した。ྛࢢルーࣉを担当した自㌟のᑓ㛛性

と㸪学年協ຊ担௵と教科担௵が┦まって㸪子どもたちが教科の知にゐれるᶵ会となった。例えࡤ㸪理科

のᑓ㛛性を⏕かしたⅆ山ࢳー࣒とのかかわりがあった。஦例には直᥋グ㍕出᮶なかったが㸪ᅜㄒのᑓ㛛

性を⏕かしたఏえ方まとめ方㸪ࢹータが♧す数と主ᙇの関係性をၥう⟬数のかかわりは↓自ぬに行われ

ていることがわかった。ࡑれは㸪学年部会で子どもたちの学びをㄒり合う中で見えてきたものであった。 

㸦ᒾᆏ Ἑ合 ⲡ㔝 ⓑᕝ 前ཎ㸧 
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